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レイタンスが残っていると密着が悪くなり、剥がれの原因となりますのでご注意ください。

ポリッシャー、サンドペーパーを使用し、施工面の研磨及び脆弱部分を除去
します。
発生した粉塵は、掃除機等で清掃します。

プライマーをウールローラー、刷毛で100ｇ/㎡以上塗布します。
プライマーは乾燥する前に塗り重ねても問題ありません。
塗布後は約1時間以上（23℃時）乾燥させます。

プライマーの液だまりがないように塗布してくだい。
下地に吸込みムラがある場合は、再度プライマーを塗布してください。
噴霧器を仕様する場合は、噴霧後ただちにローラーで均一に塗り広げてください。
プライマーの塗布量を守って塗布してください。塗布量が不足していると、ローラー目や
斑点が残る可能性があります。

下塗りが乾燥したのを確認後、上塗りを行います。
トナー容器をよく攪拌し、沈殿している顔料を分散させます。（クリヤー仕上
げの場合は不要です）
トップコートにトナーを投入してよく攪拌します。（クリヤーの場合もトップ
コートを攪拌します）
トナーを混合したトップコートをウールローラー、刷毛または､噴霧器で35
～ 45ｇ/㎡塗布します。

トップコートの容器をよく撹拌したのち、泡が消えるのを待ってから塗装してください。
泡が発生した状態で使用すると、仕上がりに影響する可能性があります。
ローラーに含む材料は垂れない程度にたっぷりと含ませてください。
ローラーに含まれる材料が少ないと、ローラー目の跡や気泡による斑点が発生しやすくなります。
トップコートの液だまりがないように塗布してください。
乾燥後に重ね塗りを行った箇所は他より色が濃く仕上がるので注意してください。
噴霧器を使用する場合は、噴霧後ただちにローラーで均一に塗り広げてください。
長柄を使用する際は特に、ローラーが下地に設置する面において均等な力が加わるようにして、塗布量を一定にするようにしてください。

1回目の塗装が乾燥したのを確認してから、２回目の上塗りをウーローラー・刷毛または、噴霧器で20～30ｇ/㎡塗布します。
塗布する前に、残ったトップコートには艶消し剤・顔料が沈殿するのでよく撹拌します。
2回塗りで発色が足りない場合は、お好みの色の濃さになるまで塗り重ねてください。
最終養生は、歩行する場合は約12時間以上（23℃）、什器や設備等の乗り入れや設置を行う場合は４日目以降（23℃）と
してください。

5-5 上塗り（2回目）

上塗りの2回目以降はローラーをよく絞って塗布してください。塗布量が多いと、顔料の偏りに起因するまだら模様が発生する可能性があります。
トップコートの液だまりがないように塗布してください。
乾燥後に重ね塗りを行った箇所は他より色が濃く仕上がるので注意してください。
噴霧器を使用する場合は、噴霧後ただちにローラーで均一に塗り広げてください。






